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年末調整アップデートスケジュール

日程 社労法務システム イージアZERO

第一弾 10月 3日（金）
令和７年度版帳票対応
令和８年度扶養控除等
（異動）申告書出力

・令和７年・令和８年申告書
　　　　　　　　　　入力依頼送信
・MY-ZEROでの入力と申告

第二弾
11月  7日（金）

年末調整基本データ作成
年税額算出・算入処理

各種帳票類出力

・HR-ZEROからの作業依頼
・申告書類のPDF出力・CSV出力
・社労法務システムへの
　年末調整申告書データ送信
　次年度扶養控除申告書データ送信

第三弾 １２月初旬
給与支払報告書（総括表）

給与支払報告書ファイル作成

オンプレミスシステムをご利用のユーザー様は、
社労法務システムVer.6.16までアップデートを行ってください

詳しくは、FAQ：2921【社労法務】年末調整 令和７年（2025年版）年末調整アップデートスケジュール ユーザーサイト

https://shalf.my.site.com/s/article/%E7%A4%BE%E5%8A%B4%E6%B3%95%E5%8B%99-%E5%B9%B4%E6%9C%AB%E8%AA%BF%E6%95%B4-%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%97%E5%B9%B4-2025%E5%B9%B4%E7%89%88-%E5%B9%B4%E6%9C%AB%E8%AA%BF%E6%95%B4%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%87%E3%83%BC%E3%83%88%E3%82%B9%E3%82%B1%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%AB


①　給与所得控除の変更

　　　給与収入１９０万以下の給与所得控除が６５万円に統一されます

　　　１９０万円を超える場合の控除額に変更はありません

給与の収入金額
給与所得控除額

改正後 改正前

162万5.000円以下

６５万円

５５万円

162万5.000超　180万以下 収入金額 ×40％－10万円

　　　180万超　190万以下 収入金額 ×30％－8万円

190万超 変更なし

税制改正による変更点  



②　基礎控除額の変更

　　　所得額（給与収入ー給与所得控除）に応じ段階的に基礎控除額が引き上げられます

合計所得金額

基礎控除額

改正後
改正前

加算額 控除額

132万以下　　　（給与収入 200万3999以下） ３７万円 ９５万円

４８万円

132万超336万以下（給与収入 475万1999以下） ３０万円 ８８万円

336万超489万以下（給与収入 665万5556以下） １０万円 ６８万円

489万超655万以下　  　（給与収入 850万以下） ５万円 ６３万円

655万超2350万以下　（給与収入 2545万以下） 0 ５８万円

税制改正による変更点  



③　扶養控除の概要要件の変更

　　　給与所得控除・基礎控除の変更により扶養控除該当要件が引き上げになります

扶養親族等の区分
所得要件

改正後 改正前

扶養親族
同一生計配偶者

ひとり親の生計を一にする子
５８万円以下
（123万以下）

４８万円以下
（103万以下）

配偶者特別控除の対象となる
配偶者

５８万円超１３３万円以下
（123万超201万5999以下）

４８万円超１３３万円以下
（103万超201万5999円以下）

勤労学生 ８５万円以下
（150万以下）

７５万円以下
（130万以下）

税制改正による変更点  



④　特定親族特別控除の新設

　　　所得５８万円（給与収入１２３万円ー給与所得控除６５万円）以上の

　　　１９歳以上２３歳未満の扶養者について所得額に応じ控除が受けられるようになります

合　計　所　得　額

特定扶養控除 年末調整　特定親族特別控除

58万以下

（123万以下）

58～85
万以下
（150万以下）

85～90
万以下
（155万以下）

90～95
万以下
（160万以下）

95～100
万以下
（165万以下）

100～105
万以下
（170万以下）

105～110
万以下
（175万以下）

110～115
万以下
（180万以下）

115～120
万以下
（185万以下）

120～123
万以下
（188万以下）

６３万 ６３万 ６１万 ５１万 ４１万 ３１万 ２１万 １１万 ６万 ３万

令和8年度以降　給与  税法上扶養対象

税制改正による変更点  



11月30日以前に年末調整を行う場合

全項目手入力修正

♦年末調整年税額確認
計算結果を「全項目手入力修正」することで、
源泉徴収票などの帳票類の出力・算入処理をおこなえます

税制改正前の控除額での年末調整には対応しておりません

♦国税庁年末調整計算シート
https://www.nta.go.jp/taxes/tetsuzuki/shinsei/annai/ge
nsen/annai/nencho_keisan/index.htm

♦国税庁令和７年度税制改正
（基礎控除の見直し等関係）Q＆A
https://www.nta.go.jp/publication/pamph/gensen/0025
005-051.pdf
（1-12抜粋）
年末調整は、給与の支払者がその年最後に給与の支払をする際に行うこととされて
いますので、ご質問のように、令和７年分の最後の給与を令和７年 11 月 30 日以前
に支払った場合の年末調整においては、改正後の控除等は適用されません
このため、その給与の支払を受けた人が改正後の控除等の適用を受けるためには、
確定申告等をする必要があります

https://www.nta.go.jp/taxes/tetsuzuki/shinsei/annai/gensen/annai/nencho_keisan/index.htm
https://www.nta.go.jp/taxes/tetsuzuki/shinsei/annai/gensen/annai/nencho_keisan/index.htm
https://www.nta.go.jp/publication/pamph/gensen/0025005-051.pdf
https://www.nta.go.jp/publication/pamph/gensen/0025005-051.pdf


４.個人情報管理
「個人家族マスター」　変更点  

♦令和７年分の変更はできません
　年末調整にて「特定親族特別控除」を　
　受ける親族については、
　「特定扶養」または「源泉控除対象外」として
　家族登録が必要です

♦令和８年以降の登録内容
　 源泉控除区分 特定親族区分

特定扶養者
（所得５８万円以下）

対象 特定扶養

特定親族
（所得100万円以下）

対象 特定親族

特定親族
（所得100万円超）

対象外
（年末調整のみで控除）

特定親族の新設

個人情報管理の変更点（令和８年分給与計算から適用）



特定親族の新設

個人情報管理の変更点（令和８年分給与計算から適用）

♦特定親族は扶養親族には該当しない為、
　①扶養親族（除年少）にはカウントされません
　②「障害者区分」を「該当」としても
　　税法上扶養人数は「１人」でカウントします

　③特定親族一覧から修正することができます

４.個人情報管理
「個人家族マスター」　変更点  



特定扶養者・特定親族の確認方法
♦１９歳から２２歳で「源泉控除対象外」になっている人は黄色アラートが出ます（令和８年分より）

源泉控除区分 特定親族区分

特定扶養者（所得58万円以下） 対象 特定扶養

特定親族（所得100万円以下） 対象 特定親族

特定親族（所得100万円超） 対象外（年末調整のみで控除）

♦税法上扶養としてカウントしない場合は　無
視してください

♦令和８年から「特定親族」に該当する
　場合は区分を修正し更新を行います

４.個人情報管理

「扶養控除対象人数変更」　特定扶養特定親族アラート  



♦「特定扶養者」「特定親族者」の所得金額を登録します

　　給与収入額ではなく所得金額を登録してください

♦自動判定された特定親族特別控除額は「詳細」より
確認できます

♦扶養家族の設定に自動反映されるのは源泉対象者
のみです

10.年末調整
「年末調整データ入力」　特定親族情報登録  



給与計算では税法上扶養の対象にはならないが、年末調整では特定親族特別控除の対象になる場合

♦「追加」より源泉控除対象外になっている特定親族特別控除対象者の反映を行い、所得金額を登録します

10.年末調整
「年末調整データ入力」　特定親族情報登録  



入力した所得金額に対し特定扶養区分に相違がある場合は注意喚起が表示されます

♦所得１２３万円を超える場合は、控除対象外になり、
　扶養家族の設定より削除する旨のアラートが出ます

10.年末調整
「年末調整データ入力」　特定親族情報登録  



♦特定親族一覧
個人家族マスターに登録されている
１９歳から２２歳の親族を確認し、
所得金額を登録することで年末調整データに反映します

　　

♦特定親族データ取込
個人マスターに登録されている
１９歳から２２歳の親族を専用テンプレートに出力し所得金
額をインポートすることができます

取り込んだ所得金額を基に控除区分を自動判定します
源泉控除対象外でも所得１２３万以下なら自動で対象となり年調データに反映します
所得１２３万以上を登録すると年調データから削除されます

※管理番号はソフトウェア上の番号です
　変更等行わないようにして下さい

10.年末調整
「年末調整データ入力」　特定親族情報登録  



年末調整各種申告書変更点  

年末調整申告書

♦令和７年分給与所得者の保険料控除申告書
　　　　　仕様変更はありません

♦令和７年分給与所得者の扶養控除等（異動）申告書
　　　　　　　仕様変更はありません



年末調整申告書

♦給与所得者の基礎控除申告書  兼 配偶者控除等申告書  兼 特定親族特別控除申告書  兼 所得金額調整控除申告書
　特定親族特別控除申告書欄が追加されました

特定親族特別控除欄に対象者を印字する場合は、
　印刷対象者を選択する必要があります

年末調整各種申告書変更点  



年末調整申告書

♦令和８年分扶養控除等（異動）申告書
　□特定親族　チェック欄が追加されました ♦【個人情報管理】扶養家族登録

　「特定扶養」または「特定親族」と
　登録されている対象者の氏名が印字され
　それぞれの区分にチェックが入ります

年末調整各種申告書変更点  



年末調整を効率よく進めていただくための流れ

①個人情報管理で扶養控除対象人数の確認
  　　イージアZEROからデータ受信する際は、イージアZEROで収集した申告書情報が反映します
　  　その為、イージアZEROの情報が正しいことが必要です
イージア ZEROから年末調整データを送り込んだ場合の受信項目については【 FAQ2477】をご確認ください
　
②賃金データ確認

③年末調整基本データ作成

④年末調整給与データ作成

⑤年末調整申告書データ登録

⑥年税額算出

⑦帳票類出力

⑧算入処理

4.個人情報管理

10.年末調整

https://shalf.my.site.com/s/article/2183


①個人情報管理で扶養控除対象人数の確認
　　　※イージアZEROからデータ受信を行う場合は
　　　　 イージアZEROで収集した申告書の内容が反映する為、確認は不要です

確認・修正が必要なアラート

　 ①ピンク色　　：生年月日から年令を判断し、対象となる区分が異なっている

　②赤〇・赤文字：家族登録画面と個人所得住民税の情報に相違がある

　③赤★　　　　：年令判断以外で昨年と差異がある



♦登録内容を確認し扶養区分を更新します

♦令和７年度分・令和８年度分
　それぞれの税法上扶養人数を確認し更新します

①個人情報管理で扶養控除対象人数の確認
　　　※イージアZEROからデータ受信を行う場合は
　　　　 イージアZEROで収集した申告書の内容が反映する為、確認は不要です



確認のみ必要なアラート

　 ①緑★：年令により令和７年と令和８年の区分に相違がある

　②緑☆：年少扶養から扶養親族、特定扶養への切替対象者

①個人情報管理で扶養控除対象人数の確認
　　　※イージアZEROからデータ受信を行う場合は
　　　　 イージアZEROで収集した申告書の内容が反映する為、確認は不要です



②賃金データ確認

【月別一覧】
月ごとの従業員の賃金確認ができます

【個人別一覧】

個人ごとに毎月の賃金が確認できます



②賃金データ確認

【月別合計表】
月ごとの事業所合計が確認できます

【年所得一覧表】

個人ごとに毎月の賃金、昨年の実績や

本年度の平均額を元に見込み額の試算ができます



③年末調整基本データ作成
①年末調整を作成する対象者の在籍期間を設定します

②本人・配偶者に限り外国籍者情報に登録してある
　漢字氏名を反映し帳票類に印字します

③住民票住所を年末調整用住所欄に反映します

④個人扶養情報の登録内容で自動で判断しセットします

４.個人情報管理 10.年末調整

４.個人情報管理 10.年末調整



③年末調整基本データ再作成

♦【全データ新規作成】をすると、
　 年末調整データ入力画面
　「基本データ」「扶養データ」「控除データ」
　 がクリアされます

♦すでに保険料等を入力している場合は、
　【作成済データ訂正】を選択すると
　「給与データ」「控除データ」を残したまま
　「基本データ」の上書きができます

♦扶養控除の関連データは上書きしない
　　  チェックあり
　　本人情報のみ反映します
　　  チェックなし
　　本人情報・扶養者情報が反映します
　　

扶養控除関連データの上書きをすると、自動判定された「特定扶養控除区分」「特定親族特別控除分」「配偶
者控除区分」がもとの区分に戻ります
再作成後は、区分の確認更新を必ず行ってください



④年末調整給与データ作成

賃金管理のデータは
12か月分まとめて反映します

年調データ作成で給与情報を手入力し、
再度給与データを作成すると上書きされます

 給与計算にて「OA外交員報酬」を作成している場合は

「給与賃金台帳より給与を作成」に

　チェックを入れることにより

　総支給額から外交員報酬額を

　差し引いて賃金データ作成します



⑤年末調整申告書データ登録

♦イージアZEROより収集した申告書データの
　　　　　　　　送り込みにて登録することが可能
♦テンプレートを使用したデータインポート

　　・前職情報
　　・各種保険料控除データ
　　・住宅借入金特別控除データ
　　・配偶者控除データ
　　・特定親族所得金額データ
　　・個人扶養情報（イージアZEROからデータ受信した場合）

手修正した内容は個人情報管理には反映しません
必要に応じて別途個人情報管理の修正が必要です

イージア ZEROから年末調整データを送り込んだ場合の
　　　　受信項目については【 FAQ2477】をご確認ください

https://shalf.my.site.com/s/article/2183
https://shalf.my.site.com/s/article/2183


⑤年末調整申告書データ登録

　　　基本データタブ

 ①年末調整区分
・退職者・乙欄・に該当する方は

　自動で「年末調整しない」がセットされます

・年収2,000万円を超えると「年末調整する」であっても、　年税

額算出時に年末調整対象外者とみなされます

・イージアZEROで区分を「しない」に変更した人の

　データは受信されません

②役員
　個人マスターに登録箇所はありません
　登録できるのはこのメニューのみです
　　※登録内容は次年度に引き継がれます

③受給者カウント対象
　給与支払報告書の人数に含めるかどうか

④源泉票提出「金額により税務署提出を判断」
　一般社員：年収500万円以上・役員：年収150万円以上
　年末調整しない一般社員：年収250
　年末調整しない役員：年収50万円・乙欄：年収50万円以上

⑤住民税徴収区分
　源泉徴収票摘要欄に印字されます
　　甲欄で本年度のみ確定申告をする場合：「普通徴収ーA」

⑥住所
　源泉徴収票・給与支払報告書に印字されます



⑤年末調整申告書データ登録

　　　扶養データタブ

♦扶養家族の設定に表示されている扶養家族が
　源泉徴収票に印字されます

♦非居住者の設定
　・個人マスターに登録箇所はありません
　・登録できるのはこのメニューのみです
　・源泉徴収票に「区分」が印字されます
　　※非居住者区分は次年度に引き継がれます

控除額が黄色表示になっている場合は
基本データの作成しなおしが必要です

非居住者の分類 30歳未満または
70歳以上

30歳以上70歳未満

留学生 障害者 38万以上送金

区分 ０１ ０２ ０３ ０４



⑤年末調整申告書データ登録

　　　　控除データタブ

給与計算にて「PA個人型確定拠出年金」を
使用して計算を行っている場合は
賃金データから
掛金額が反映されます

住宅借入金特別控除

住宅借入金特別控除の登録内容については【FAQ2005】【FAQ【社労法務】年末調整　住宅借入金特別控除区分について】をご確認ください

特別控除の額は自動計算しない為、計算結果を手入力してください

https://shalf.my.site.com/s/article/%E8%B3%AA%E5%95%8F-%E4%BD%8F%E5%AE%85%E6%8E%A7%E9%99%A4%E5%8C%BA%E5%88%86%E3%81%AF%E4%BD%95%E3%82%92%E5%85%A5%E3%82%8C%E3%82%8C%E3%81%B0%E3%81%84%E3%81%84%E3%81%8B


⑤年末調整申告書データ登録

　　　　配偶者控除データタブ

家族設定画面やイージアZEROから反映した控除区分と
実績から判定した控除区分が異なる場合は、
注意喚起が表示されますので区分を確認し更新を行います

更新した内容は個人情報管理には反映しません
必要に応じて別途個人情報管理の修正が必要です

配偶者控除を計算するための合計所得金額は乙欄も含めた
金額で判定します
なお、年税額算出は甲欄の給与データから計算されます



⑤年末調整申告書データ登録

　　　　配偶者控除データタブ

♦配偶者控除一覧
　　家族設定画面や
　　イージアZEROから反映した
　　配偶者控除区分と
　　実績値から判定した区分については
　　一覧で確認を行うことができます

　　給与データ作成を行った後には
　　一覧で区分の確認・更新を行ってください



配偶者控除・特別控除の判定資料



⑤年末調整申告書データ登録

　　　　配偶者控除データタブ

基本データ作成時に、
「所得調整控除判定を個人情報からセットする」に
チェックを入れた場合は、
個人扶養情報に登録されている内容と
収入の実績値をみて自動で判定します

【所得金額調整控除を受けるための要件】

●年収850万円超の給与所得者のうちいずれかに該当する方
1.所得税の確定申告をする年の 12月31日の時点で23歳未満
の扶養親族がいる
2.本人が特別障害者
3.同一生計配偶者か扶養親族のいずれか一人が特別障害者

●給与所得と年金所得が両方ある方のうち、所得額の合計が 10
万円を超える人



⑥年税額算出

個人毎に
年税額算出結果・進捗状況が確認できます

【年末調整一覧表】
年税額算出結果を一覧で確認できます
データ出力も可能です



⑥帳票類出力

　源泉徴収票・給与支払報告書  
♦明細ZEROを利用しWEB公開できます

♦特定親族人数欄が追加されます

♦特定親族特別控除額欄が追加されます

♦区分種類が追加されます

♦【給与支払報告書】
　ELタックス用データ
　光ディスク用データの出力が可能です

特定親族特別控除額 区分（居住者） 区分（非居住者）

６３万円 10 11

６１万円 20 21

５１万円 30 31

４１万円 40 41

３１万円 50 51

２１万円 60 61

１１万円 70 71

6万円 80 81

3万円 90 91



⑥帳票類出力

　源泉徴収簿  

♦データ出力が可能です　

♦新旧両仕様の源泉徴収簿を出力できます

【旧仕様】
　・右下欄外に特定親族特別控除情報が印字されます

【新仕様】
　・「特定親族人数」欄「特定親族特別控除額」欄　　　　が追
加されます
　・賞与欄は従来通りの４段になります

①算出税額に▲印字はできません
　　※国税庁より必須表記ではないと確認が取れておりますので

　　　社労法務システムでは対応いたしません

②自動印字はされません
　「扶養親族等の数」
　「年末調整による不足税額」
　「超過額の清算」
　「不足額の清算」

　※「各種人数・金額の入力」
　　にて登録・印字ができます

【旧仕様】

【新仕様】



⑥帳票類出力

　個人別明細書・法定調書集計表  

♦明細ZEROを利用しWEB公開できます

♦特定親族特別控除欄が追加されいます

♦特定親族特別控除対象者がいる場合に
「〇」が付きます

【個人別明細書】 【法定調書集計表】

♦法定調書を作成するための資料です

♦法定調書をシステムにて作成出力はできま
せん



【報酬・料金・契約金及び賞与の支払調書】 【不動産の使用料等の支払調書】

⑥帳票類出力

　支払調書  

♦支払いを受ける者の「法人番号」「個人番号」　登録
メニューはありません
　都度手入力が必要です

♦支払者の「法人番号」「個人番号」は
　マイナンバーconnectに登録しておくことが
　できます



⑦算入処理

給与項目設定 賞与項目設定

事前に算入先の項目を作成しておく必要があります
　♦給与項目設定：ND.年末調整額
　　　　　　　　（システム標準設定）

　♦賞与項目設定：1.任意設定　年末調整額
　　　　　　　　（手入力）

あらかじめ算入先の月度の給与計算または、
賞与計算を行っておく必要があります

算入方法を「現金で還付」とし
年末調整額のみの明細書を
出力することができます


